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　上松瀬勝男先生との出会いは，私が
駿河台日本大学病院（現在，日本大学
病院）循環器科に1974年に入局した時
点にさかのぼります。その後，公私に
わたり私の師匠になっていただき，深
甚なる感謝を申し上げます。当時，駿
河台日本大学病院循環器科の医局には
梶原長雄教授のもと120名以上が在籍
し，臨床研究班は①高血圧班，②冠循
環班，③動脈硬化班（その後，不整脈
班），④頚動脈班（その後，心機能班）
に分かれていました。上松瀬勝男先生
を班長とする冠循環班30名は，急性心
筋梗塞犬を作成し，その急性期治療

（冠循環動態・心筋代謝・梗塞サイズ
など）の研究をしていました。1977〜
79年に米国ロサンゼルスCedars-Sinai 
Medical CenterのDr. SwanとDr. Ganz
の研究員として留学しました。そこ
で，上松瀬勝男先生は，彼らの右腕と
して冠動脈内銅線コイル留置急性心筋
梗塞犬を作成し，冠動脈内血栓溶解療

法の開発研究に従事しました（写真）。
米国から帰国後，ウロキナーゼを用い
た急性心筋梗塞犬に対する冠動脈内血
栓溶解療法を探究するとともに，臨床
例に対するウロキナーゼ投与量を決定
し臨床応用を開始しました。そして，
1980年８月世界で初めてST上昇急性
心筋梗塞患者に対するウロキナーゼを
用いた局所血栓溶解療法の臨床応用に
成功しました。すなわち，ST上昇急

性心筋梗塞患者に対し緊急冠動脈造影
を施行し梗塞閉塞部を同定，冠動脈カ
テーテルを用い梗塞責任冠動脈内にウ
ロキナーゼを投与する局所血栓溶解療
法を遂行し，梗塞閉塞部の血栓を溶解
し血流再開に成功したのであります。
これが，日本第１例目の症例でありま
した。その時代，急性心筋梗塞の発症
機序には，血栓１次説（はじめに冠動
脈内に血栓が形成され，その梗塞責任
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